
分野 科目名 配当年次 開講期

専門分野Ⅱ 老年看護学Ⅱ 1年次 後期

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無

1単位
（15時間）

2時間 地域包括支援センター 職員 有

14時間 菅谷清美 専任教員 有

授業

の

概要

老いや病気により高齢者は、望む生活を継続することが難しくなることもある。そのため、高齢

者の生活と健康を支えるため、保健医療福祉の現状と課題を知り、高齢者の自立と権利の養護、

QOLを高めるための看護について学ぶ。

到達

目標

１．高齢社会の現状と課題について理解する。

２．高齢者の生活と健康を支えるための社会保障制度について理解する。

３．保健・医療・福祉における看護師の役割と他職種との連携について理解する。

授業

計画

№ 授業内容 授業方法 備考

１ 高齢社会について：「高齢社会の特徴について」 講義 菅谷

２ 高齢社会と社会保障：「老人福祉法と老人保健法について」 講義 菅谷

３ 高齢社会と社会保障：「介護保険制度について」 講義・GW 菅谷

４ 高齢社会と社会保障：「介護保険制度について」 講義・GW 菅谷

５ 高齢者の権利擁護：「成年後見制度」「日常生活自立支援事業」 講義 菅谷

６ 高齢者の権利擁護：「高齢者への差別・虐待」 講義 菅谷

７ 高齢者の権利擁護：「倫理的なケアとは」 講義 菅谷

８ 地域包括支援センターの役割 講義 地域包括
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評価 筆記試験 100点
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